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月の学習における関連事項［H］

中村泰久罎季徽奮

　学校での天文教育の対象天体の一つである§について，学校で擾う際の参考に撰すべく．■一連σ）

縫達事項を整理鶴に，かつ総ざらい的に掲げる。今藝は，機説麟な藏および軌進上の選管をめぐる

諸点について遽べる。

（キーワード〕天文教葎　薄学習の関連事項　月に臠する擬醗　薄の蓮鴛と見え方

1はじめに｝

　隣るさや見か酵の形の変牝のために誰にでも親しま

れている薄は，現行学習鮨導要領紅おいても，新学習

捲導要領においても取弩あげられている学校における

天文教育の対象でもある。しかしその穣ま，実鰹には

運行や変銘の様子が複雑なため，少し羅毒下げようと

すると搬いがきわめて露難になる天体でもある。そこ

で学校現場での授業等での参考になるように，月に饗

する一連の事項を整運的に，かつ総ざらい酌に掲げる

こととしたの蕾獲毒ま学習指導雲譲での取鯵一ヒげ方を叛

き濃し，運行・表示をパソコンで行う方法を遠べた。

今繕は機説的なことと月の運行をめぐる事項を掲げる，。

2　学校理科における月学習の振い一
遮撫

　学校理科での月の擾いについての変遷を疑るために，

［暮では遅科の学習捲導要鎮を資料豹にまとめた。そ

こでは新学習指導要領縫係は含めたものの理行分を省

略したが，完壁を難ずるために，ここで現行分につい

ても追簾で掲げておくこととする。

2．茎学習指導要領での擾われ方の変選一遮撫

急潅．鱗小学校学習捲導要領簿89籍嘩〉隼綾訂醸

第2　各学奪の欝標と内容

〔第5学年3

　玉　目標

　③天気や太蕩と月の位置などを縛闘豹変｛ヒに醤を鶴

けながら調べ，見いだした問題を意欲晦こ追究する活

動を還して，気象現象や天体の動きの規舞牲について

の見方や考え方を養う。

　2　内容

　　C　地球と宇宙

　12汰鶴と月の形や銃麗などを観察し，それらの動き

及び粒置の麗係を調べることができるようにする。

　ア　太醗や月は縫えず動いていて，東の方から鐵て

南の空を選鍔西の方に入ること。／イ　太陽や月は球

形をしているが，月はE葺こよって彫が変わって見え，

屑の輝いている灘に太隣があること。／ウ　戸1の表譲

の様子には太購と違いがあること。

2．禧．露中学校学饗指導要領鵬9（短）年酸欝蔽

第2　各分籔の§標及び内容

／第2分野！

　2　内容

　　膨　地球と太鶴系

　身近な天鉢の観察を通して，地球の運動について考

察させるとともに，天体としての月，太鶴及び地球の

特綴について礫解させ，太陽系についての認識を深め

る。

　　　ア　身近な天体

　1ア灘，太購の観察を蒼い，その観察記録及び地球に

関する資料などに基づいて，海，太陽及び地球の特簸

を見いだすこと。／1イ）天体の§周運動の観察を行レ・，

その観察記録を地球の糞転と聡達｛寸けてとらえること。

　3　内容の取掻い

　騰内容の⑦については，次のとお韓取鞍接うものと

する。

　ア　アの紛の鴇，太陽及び地球の特徴」について

は，影，大きさ，表嚢の様子などを取毒上げ，太蕩に

ついては，放鐵された多量の光による地表への影響に

も絞れること。／イ　アの輸及び1ウ1については，観察

された事実を基1こ多様な考察を行わせるようにするこ

と．

2．筆．総姦等学校学習振導要領欝3蟹綱〉隼改訂簸

第H　地学亙A

　2　内容

　　12｝天体の運行と人聞生活

　ア時鶏と暗躍／イ季簸と磨

　3　内容の取掃い

　イ　内容の121のアについては，天球上の太鴎や恒星
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の位置及び運行を中心に援うこと．イの麿については，

地球，月，太鵠の佳麗幾孫や運行周難を基にした太陰

暦，太鯵暦に験れる程度にすること。

第鴛　地学i　g

　2　内容

　　壌　宇憲の中の地球

　　　ア　惑星としての地球

　　　　｛ア1　地球のダ参観

　3　内容の取籔い

　121内容の箋翼や程度については，次の事項に醍慰す

るものとする。

　ア　内容の縫1のアの1ア1については，地球の形，海陸

の分布，地表の趨伏及び太陽系の各天体の特徴にも鍵

れるが，ジオイド，重力及び地磁気についての詳綴な

擾いはしないこと。

4　月に間する概説的事項

4．嘩衛星としての月

　月は地球の薩一一の露量であるが，大観系には地に60

簿1以上の衛星がある。それらを，半径がi，辮魏以上の

大型衛星，半径至§§搬のオーダーの中里衛星，半径が数

十麹かそれ以下の小型籍星に分けるとすると，大型籍

星のクラスには，木星の衛星であるイオ，エウ∬ノ｛，

ガニメデ，カリスト　（これら方書いわゆるガリレオ衛星〉，

土星の衛星であるタイタン，海王星の衡量であるトリ

トンなどと豊んで月も入る。すなわち，月は堂々たる

大型衛星の三つとなっている。大きさでいえばガニメ

デ，タイタン，カリスト，イオについで全体の5番§，

質量でも講様の耀｛序で5番欝である。

　飽の大型衛星がいずれも本星や土星，海王星といっ

た大型惑星の轟き｝を騒っているの1こ比べて，月は地球

という小型の惑星に軽している。このため，月か地球

に与えている影響は様々な意味で大きい。衛星：惑星

の質量箆で比べてみると，月：難球はi：8i．3であっ

て，飽の大壁衛星；が母惑星のおおよそ至万分のいくつ

かという質量しかな塾のに比して，’綴夕韓鱗こ大きい。

冥王星については，籍星カロンが冥王星の約8％の質

量を持っているらしいことがわかっているが，最近で

は，これはむしろ惑星と衛星というよ辱二重惑星とい

う理解の方がいいのでは，と言われている・そういう

意味では，月一地球は太鴎系の申でもきわめて特異な

縫｛系ということができる。

　月の公転軌道は母惑星地球からかな1？離れている

　（戦遵長半径雌総．2682×地琢の赤道半径〉。この距離

は現産ではレーダー観灘により灘られている。月面に

設置された反懸器に陶けて電波を発羨し，反窮波の到

達詩題から求めるのである。約60賠という数籏は衛星

としてはかなり大きな方で，月は軌道の平均半径の大

きい“タ幸織郵星、聾の藻類峯二．入る。

　以上のことは月を瑳解するうえでたいへん重要であ

餐矯§一盛

　
　
C
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4．2月に関する基本的諸量

毒．2．嘩趨こ臠する基慶データ

　まずは穣こ聴する基礎的諸量を掲げてみよう。

　　質量二7．348×玉〔紹駕馨

　　赤遠半径：玉，738魏

　　平均密度：3、3掻29届

　　表露重力糠速度：i．623雛〆sま

　　地球一月雛董の平垂髫嚢盛離：38万逢，蓬§§嚢磁

　月の全体としてのアルベドはおよそ7％くらいであ

って，けっしてよく反窮するわけではない。衰薩重力

は地球上1での約玉16であることはよく知られ．ている。

平均密度は地球の約6割であって，内翻の構造が地球

とははっき惨違っていることが推灘される。

4、2．2月の形状，大きさ

　月の形はまずは隷で近鐡できる。その半径は上に掲

げたとおりであ絵，地球のi／4強，約27％である。地

球ヵ》らの平童舞窪｝な見ヵ擁ナの大きさ　（角半径〉は，膿套三

（茎738／38藝§§！罵○．259ゴ，すなわち王ぎ3ぎとなる。

　形状をもう少し詳しくいうと，地球から大きな力を

受けているので球形からはずれ，3軸の長さがそれぞ

れ違う3軸不等楕霧体で近似される。式で表現す蕊ば

3軸の長半径を麿，み，c（揮＞む〉c／として

産業ど
7

十鉱
ジ

÷〆
7

鍵

となる。このように取った場合，もっとも長い軸は駕

軸上で，これはほぼ地球と月の中心を結ぶ線となるq

～軸はほぼ月の自転軸方向である。それぞれ，αm

i，738．4雛，疹mi，737．5惣，‘皿i，73§、7織である。し

たがって，ず重しはわずかではあるが，較遵運動のふれ

などを誘発する一馨である。

　鐸を睡る薩1興衛星ができてから，月の重力分葎の詳

纒な椿鞍が得られるようになった。その結果分かった

ことのもっとも重要な点1ま，重毛・青書葺多から華美めた牢篭・

と約2紬もずれていることであった（これについては

次麟でん

　なお，地平線に近い月は大きく　“見える”こと；が言

われるが，むろんこれは錯覚である。

4．2．3月の翳るさ

　太醗を騨格とすれば，月はもっとも覆るくなる天体

である。よく晴れ．た夜の満月の饗るさは，鐵歩くのに

鰭の明治、辱を必要と感じさせないほどで，　くっき鯵と

影ができるのは誰でも経験しているであろう（異体観

濁する場合はまったくの駆魔もので，迷惑がられるナ，

おまけに太羅が淀むと昇琴，太購がtがってくる覆に

沈むので，昔の夜闘の明力》琴という点では零し分なオ謡
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つたであろう。

　縁の精確な霧るさの灘定はかな鞭難しい。新月馨寺に

は見えなくなるし，彫による差はきわめて大きい。満

月時の明るさは実視等綴で一i2、6等，半月時は一9．9等

である。5等級でi§G倍の違いなので，この差2．7等綴

はi（劉窟2・7皿i2、｛擁音の違レ転となる。なお，月一地球聡の

野離は後這のように一定ではなくかな弩変動するので，

属じ満月でもその時の鴛の離離によって晃かけの大き

さや鵜るさは変わ1ラ，大きさで約i董％，明るさで童l

i．25の違い善書最大で現れ。る。写真で擁隻つた月の大きさ

の違いははっき毒と見てとれる，

4．2．4　地ノ｛〉複差

　月は地球から叢も近い天体であるため，地心視差が

縫題となる天体である、これは1碁でも述べたが

（馨賛，地心位置と離心種置との差であって，原理的

には萢の天体に関しても講じことだが，月の場合はと

くにきいてくる（最大で璽。近くになる）。

4．3月の講究

4．3．嘩人類傍月認識の歴史

　すでに紀元育雛5〔）隼覆のヒッパルコスの時代には月の

満ち欠けや食が更しく認識されていた。露盤紀のはじ

めに望遠鏡炉作られたとき，当然穣こも鶴けられ，ハ

リオットやガ彗レ・イらによ琴クレーター毒婁観察された。

同量紀の半ばには月の地穰が作成された。月の写真を

撮ったのはドレーパー（鰺鎗年〉で，雄73隼にはプロ

クターが月のクレーターの獲石説を唱えている。鯵尋6

隼には月に陶けてレーダー波が発鮒され反財波か灘ら

れた。欝欝隼代後半からは探査機による月の調査が主

流となった。

4癖3．2ヌ窪探検の進展

　月は多くの空想勅語の舞台であったのみならず，今

までに現実に人類炉到達した唯一の天体であって，こ

の意味で親近感をいだく人も多いであろう。月を手近

な婦象として醗究し始めたのはむろんロケッ｝が実灘

髭された第2次童舞大戦後である。この題の鐸探査に

絶する大きな科学的進展をいえば，

　鱗　擁の裏鍵の撮影（欝5§隼欝月ソ連の探査機ルー

　　ニク3号／。これはS欝から科学への心瑳麟麗藏

　　での転換であったと言えよう。

　②　人類のつくった人工探査機が月面に縫警たこと

　　（i懸6年2月ル一二ク9号が初の軟養陸／。（ただ

　　し激突でよければ，それに先立つこと7隼，

　　欝欝隼9月のルーニク2号炉それである。1

　（31局面に人類か降尊立ったこと（欝6§年7月アポ

　　ロ珪号海（これはまぎれもなく現実の調査対・象と

　　しての月を意識させた。〉

などがあげら蕊よう。いずれも月探査という面だけで

はなく，人類の糟糠史にもエポックを藤したできごと

といえよう。

4庸3軸3∫馨藏探董

　これまで人が月面に到達し得たのは，欝6§隼代から

簿隼代に精力的に進められた米霞の舞A　S　Aによる

蓼アポ鑓講“蚕毒のみである。このアポ灘雲鞭蚕のうち実

際に月面に飛行士が縫彗得たのは計6暴，欝69～欝72

隼のことである。

董969、7

欝欝．鼓

欝7i．i

ig7i．6

i蟹2．尋

i蟹2．2

アポ讐簸号

アポ鷺鐙骨

アポ獣4号

アポ欝欝号

アポ購6号

アポ購筆暑

　　　（合議38壼gの試料が持ち爆られた。〉

このときには，月醤からの宇宙中継で後鼻中の多くの

人々がその様子を購時に馨にすることができた。

　当時の人々には購近に思えた月面での長難滞査探検

も，まだなし得ていない．そもそも，その後3§年透く

も人類は月に立っていない。現代の若者はもはや菅話

としてしかこの月探験1を知らないことになる。このよ

うな展雛になろうとは，当鋳は夢想だにしなかったに

違いない。

5月の運行と見え方をめぐって

5、1月の執遵運動

5．嘩．1縁の義滋籔

　月の芙球上の選弩遵を白道（醗ooがs興撫〉という。こ

の白道を含む薩1は地球の赤道面よむは黄道覆1（すなわ

ち地球の公転軌道藏／に近い。その傾きは黄道醸に対

して平均で約5。8’難いている。この角度は5。ジか

ら5。i7’の翼を鰺．6華麗甥で変動する。月が公転する

とき，ひと懸辱の聡に黄道面を2度横切る。昇交点

（欝。ε磁海霧簸磁e〉とは霞道面と黄道彊との交点のうち，

月が黄道の南灘から詑灘に移動するときに通過する方

の点である。反対翻の交点が降交点（畿sce藤欝蓼擁磁e／

である。

　また，月の毒遵藏と黄道藏とは約i惣2’繧いてお尋，

赤道の昇交点と白道の降交点（いずれも黄道に対する

もの1は一致していることが知ら糞ている。模式緩が

磨§に示されている。

　罫交点・降交点はやは瞬8．6隼でひと慰むする。こ

の動きによって，白道薩と券遵醸との麺置縫係が変わ

ってくる。白道の昇交点が春分点と一致すれば，欝遵

と赤道との繧きは23。27ノ＋5。9ノニ28。36■とな鯵，逆

に秋分点と一致するときには23。27㌧5。創⇒8。i8’

となる。そこで，鰺．6隼周嬬で天球、ヒでの白道の位置

が変免することになる。
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地球の公転軸
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昇交点 5。ぎ 黄連癒

　騒9：地球の馬鞭の薄の執逡の模式襲

5．雇、2羅の執選

　鍔の軌道嚢（白道1麹上での鴛の獣道は韓ではなく，

平均の離心率が§．G騒9の楕跨で近似できる。地球との

離離がもっとも近い点と遠い点をそれぞれ近地点

（麺奮細，遠地点（贈奮eelとい梶この近地点や遠地

点の方向も一定でなく，主として大鵬の力で8・雛隼の

騰難でひと麟毒する。白道癒と黄道藪の公転の方海も

繭連のように動いているが，その動きは月の公転や近

地点の動きとは逆海きである（籔§／。軟遊の離心率も

○．鱗5と○．総5の闘を8．85隼の霧懇で変免する。

　太鶴の引力のために，太購に近づいたときと遠ざか

ったときのと引力の差青書無室見できない毒まど大きい。季麦

述のように，鐸には地嫁からの引力のi倉§分の玉の強さ

の太蕩の潮汐力が働いているので，軟道は重縫には楕

円とならない。その…つが半月の時にO．魯§87培遠ざか

今，新得と講舞の時に講じだけ近づくというずれであ

る。そこで，近地点で満鐸や新舞になると舞までの離

離は平均よ辱0．総36賠（約2万違，罎む0魏〉矯くな毒，近

地点で半肩になると〔）．（羅6屡音（約i万7，8GO魏1煙くな

る。遠地点の遠ざか鯵方もこの籠欝で変わる。

5．馨．3月の執叢の形など

　繭簾で述べたよう1二，肩は衛星としては遠く離れた

位置を懇っている方であって，このため当然太陽の影

響が楊簿的に大きくなる。詳しく見てみると，月の太

蕩に帰する公転軌道はやは尋常に醗の影，つま辱いつ

も太陽の引力の方が大きいということである（緩欝／。

すなわち，瞬懸の緯）や磐ではなく，（めのようになって

いるのである。

　実際に月に働く大観と地球の引力の大きさを髭べて

みる。ここで擁の軌道は需で，その半径は地球と太隣

との平均距離の蓬§0分のiだとする。太購（質量灘○〉

と月　（質量罵〉との弓1力は，ニュートンの1万育雛力の

法則から，醒○灘／船射に髭擁している。一方，地球

（質量擁ε〉と月との引力は，醒ε燐縫2に比擁する。こ

の2つの髭をとると，解○／醒E上3．3×欝5であるから，

3．3×i倉5忽倉○な弩，太騰の群力の方か地球の引力よ鞭

おおよそ2培大きいということがわかる。

　しかし，それでもなお月が地球から離れていかない

のはなぜだろうか。これをみるために，醤の軌道上の

各点での大陸の引力の強さを比べてみる。月参半月の

位置にいれば太陽と月との引力は醒○醜〆（珪0§／2に比臠

するが，新欝の時にはこの分母は（4§○一i／2とな辱，

講鴛お時には韓§§＋め2となる（後ろの緩雛参照／。

つま辱，萩擁時の雛力は半月の位置の時に銘べて200分

のiほど大きく，遵に満携持には2総分の董ほど小さい。
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麟緯：月の執遂の摸式泌（羅騒g7§〉よ憂η。上段は考えら

　　れるケースで，下段は拡大彊である。

舞と地球との鶴の弓1力の彗蚕さは月と太陽との弓1力の豪勺

半分なので，月と地球との隠の引力に比べれば，新月

の時は引力はその欝磐分の董強くな弩，濃鍔の購には

墨○○分の玉弱くなる。そして灘力の方向を考えれば，新

月の時にも満月の時にも働く地球の引力がi§○分のiほ

ど弱まるように力が働くのである。しかし，わずか

iO馨分のiであるから，月は地球から逃げることはない。

このような力のために，満縁と新鐸の縛の執遠半径は

平均よ辱倉．○087培鐙くな鯵，逆に半月の時には§．GO87

倍長くなる。太陽の甕大な引力の主たる効果は，地球

一月系をつなぎとめるために饑いているのである。

5．葦．4月拶〉遅行

　欝の運行に関していくつかの動きのフレがあること

が難られている。

中心差（鑓職給㈹ξce醜y〉：6．29。（2蓼，鰯翻i近点

月題鰯。これは月だけのものではない。ケプラー運動

をしている天体の真透点離角と平均近点離角との差

（湾軌遵の場合は0〉である。月の場合の中心差の最

大鑓は月の視直径のi2賠にもなる。

　思差（し幽っさ，eveα醜〉ほ．27。（3，6鱒癒／鍵．泓2

蒙麟鱗。大綬の引力によ鞍月の較遵の離心率が変動す

るために月の黄経に生じる周鶏摂動の最大のものをい

う。最大では月の視直径の2．5糖にもなる。

　二均差（v雄無毒霧：O．66賢2，95磁麟畢朔望欝周難。太

隣の秘方によ辱月炉趨速された吟減速された鬱するた

めに月の黄経に生じる摂動項のうち鐵差に次ぐもの。

新舞時と満月時には（｝となる。

・隼差（離離a董v麟癩磁〉：O．i翻（鱒嚢麟i選点奪周鶏む

太鶏をめぐる地球一月系の軌道が円でないために生じ

る振動である。

　月角差（げっかくさ，警a猫撫。貌1鍵騨醸tぎ〉二§瀞ぎ

（欝髄麟　i朔望鍔題難。この振動の振串墓は地球一月の

重心から大観までの距離と地球から月までの離離に比

鬱する。

　このように還の公転の角速度は一様でない。そのた

め，一様な角速度で動く平均黄経と実際の黄経との差

は，いろいろな三角縫数の項の秘として表される。月

の黄緯や地心離離も，購じように三角縫数の項の稲と

して表すことができる。しかし，月の鍾置を§．艇”の精

度で表そうとすると，iO§Gをこす項が必要となる。

5．2薄の演義運動

　月の禁転霧鰯と公転贋難は等しい。つま鞍，地球の

題善をi霧公転する弱に，月はi霧だけ密転ずる。月

が公転している間，もちろん地球は中心で霞転を繰弩

返すが，月の方はつねに地球に帰して講じ藏を向けて

いる。ところで，月の公転の速度は一様ではないのに

対し，自転の角速度の方はかな辱一定である。そのた

めに，晃かけ上瞬じ振魑で東薩にふれることになむ，

したがって，東西のへ琴の付近の見え方もそれだけに

異なってくる。

　また，上達のように月の赤道難と黄道薔とは豊。32ノ

傾いてお吟，券遵の昇交点と白道の降交点は一致して

いるので，肩の歩道嚢と白道覆車との餐轟きは峯ま暮靄一定で，

6擁〔y　（皿i。32ノ÷5。8’〉という鮭至をとる。この傾

きのために，南詫のへ彗の見え方も異なってくる。

　さらに，月は地琉に近い天体で，地心視差が平均i。

近くもあるので，月を地平線上でみる時と，天頂盤透

でみる時とでは東醤方鶴の見え方に特に違いが患る。

　以上から，月はいつも姦しく講じ面を地珪に向けて

いるわけではなく，若干揺れ動いていることになる。

これを月の秤動　（ひょうどう〉　と知）う。　これ毒ま圭建球オ、

らの晃かけだけのもので光学麟秤動と呼ばれる。月の

全表覆1のうち難球から見ること炉できるのは，このよ

うなわけで半分以上の59％となる。残琴縷圭％は地猿の

観灘者からは見ることができない。

　月がいつも講じ面を地琉に向けているということは，

遊に月から地珪を見た場合，地球は鐵入むしないとい

うことである。すなわち月量器で生活する人には“地

珪の鐵聾，“地球の入舞”はないことになる。あるいは

裏灘で盤濡する場合は地球は一燐見えないことになる。

地球との通穰はたいへんであるが，遂に地裁からの雑

電波にまどわされずに済むということで，実際にいず

れ穣こ電波望遠鏡をつくるとしたら裏灘にするべきだ

という議論などもある。

　よ弩鐙確にいえば，月は一様な角速慶で窪転をして

いるわけではない。というのも，月にも地球と購じよ

うに，歳差・章動・極運動（趨密章動／があるからで

ある。肩の形は，3軸不等の楕胃体で最もよく表され
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←
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し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下弦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①

　　蟹雛：月の満ち欠雛の漂頚i

ることが知られているが，これに地球や大観か鶴力を

及ぼしているのである。月の章動を聯理的秤動という。

5．3月の晃か鯵の動きと見え方

5．3．華層の満ち欠雛

　月に臠するもっとも一般的な議題は月の莞かけの形

の変化（鍔の満ち欠け／である。ただし，満ち欠けし

て見えるのは月だけではない。たとえば金星の満ち欠

けば，高校地学で取舞あげるテーマの一つとなってい

る。しかしながら，望遠鏡や双銀鏡もなしで満ち欠け

が観察できる穣ま，まさに焉の大特徴といえるものに

なっている。満ち欠けして見える原褒は麟単であって，

図雛のようになっている。が，この緩を参照してわか

ることがそれだけではないということを溝時に学ぶと

よい。すなわち，肩の執道上での粒麗と，地球からの

見える時灘と見える方角，さらには見えている舜の影

とがすべてつながっているということである。このこ

とを教えるのにさまざまな麟が工夫されているむ

　朝涯に見える月，登ごろ東の方から鐡てくる月，夕

方西方に見える月，夜中に見える月など、どの霧をと

っても東の方から灘の方に陶かうという共通した性質

◎
←

←

　　←
太鴨光

　　←

があることは小学校での大事な学習のテーマである。

　見える月の形について，球で近似できる簿に1蓋ぼ平

行な太鵜光線が当たっているので，当たる部分は雛う

までもなく半球となる。したがってそれを任意の角度

から見た場合，見える彫はさまざまでも，見える部分

と見えない離分との境欝の難点はちょうど直径の反婦

鰯どうしになる（至難の図2参嚢翰。三欝欝もしか鯵

であ1），しばしば翼違って搭かれるような，人が腰を

おろせるような形にはけっしてならない。

5．3．2月齢と粥望に臠して

　新月（鵜）から数えた饗数が月齢で，塞時賜ごとに

iずつ増えていく。霧驚などで蕉午の月齢が載ってい

た脅するので，月の形を知ることができる。鰻暦の亙

嚢（ついたち〉とは朔の瞬閥を含む蔭のことで，この

疑からM欝経過した夜炉†五夜であるが，実質鍵蒙ち

ょっとしか経遍していない場合もある。朔から望（満

月／までは平均慧．7§53嚢である。謬1から鵜までの難問

が／薙で達べた朔望月で，しかしこれは一定した値

ではない。

　賑懸の8離5馨が寧秋の名懲であるが，この欝に満
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　　月の光
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→
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　　　　へ
　　　　　1　高度
　　　　　、
嚢転軸　地平線

←

◇
自転軸

　　　　　　　『▽地球の軟遊藤 ←

騒紛：溝澤の毒中蕎獲の違い。右が夏至に近い時，産が冬至に遣い時である。

月になるとは縷らず翌欝か翌々馨が満罵となる場合は

珍しいことではない。

　朔と望の健1によく縫われる月の特需な猿遣としては

上弦と下弦がある。これはそれぞれ，月の椀黄経と太

購のそれとグ）差が鱒。と27ぴになる瞬霧である。この時

の！あるいはこれに遅い時の／半群彫の月を縷霧で下

弦の月とかL養玄の月と力爆撃オζこと方書あるφ

などの認識をもとにして，馨にちを違えて隅じ時刻に

見える月がどう位置がずれていくのか，見かけの彫が

どう違っていくかをあらかじめ観察させておくのは有

意義であろう。あるいは朝の登校時に月が箆えること

もあるが，これは満月過ぎの慧である．月の学習の際，

あるいは学習後1こはこれにも涯聾するようにさせたい

ものである。

5．3．3薄塗高度の違い

　舞はいつも属じ道筋を逓って響霧運動をしているな

ら南中高度はいつも霧ごであるはずだが，実瞭にはか

な垂｝違っている。月の戦遷は黄道に違いので，冬の満

月の南中高度は高く，夏至の壊の溝月は逆に縫い。鱗

茎2はその解説である。時難によって，どの綾絹の月が

高いかが決まっている。たとえば，春分に近塾頃は上

弦の月が高い。

5．3．4三嚢薄霧〉涜み方一流む鱒の傾き

　満月の南中高慶の違いとともに，場合によっては学

習考に気づかせ得るのは，藩に淀む縛の三馨舞型の月

の傾きである。よく夏の三嚢月と冬の三馨舞を酒の器

に見立てて，こぼれそうな具合に淀むのか，そうでは

なさそうかということを言うことがある。これも南中

高度の違いに関わることで，地平線（場合によっては

水平線／と交わる晃かけの遷り遵との交わ1タの角の大

ノ罫に関することである尋

§．3．5蔓闘に見える薄

　月の学習の際には昼賜に見える月を使うことも多い

であろう。夜鐸雛こ児童生徒に観察させても月は見まち

がいをすることはないので，懸人の宿題にすることも

できるが，登閥の隷まみんなで瞬時に観察できる数少

ない天体であるので，率彗耀懸値は大である。ボールを

空高く投げあげて見上げると，太暢の光が当たってい

る部分がそこに見えている月と疑じようになっている

のは，想像以上によく観察できる．あるいはビルの盤

上にある丸い給水タンクに当たる馨の光も舞ビ縫係に

なっていることなども縫えよう。月はどこに見えても

講じものであること，毎麩の湾1ま1零じものであること

5．3．§月給鐵入善∫

　月の墨入喉ま平均すると一馨あた1〉約泌．47分ずつ遅

れていくが，この平均値の麗量｝に大きく変動する。矯

いときは22分であ諺，長い場合は78分もの遅れとなる。

実際にi鱒9隼の理科隼表で見てみると，2募7，8馨

曖が騰分で，欝月9醤頃が艇分となっている。

　轟轟は太陽の光が全麟に当たっているのが見えるわ

けで，したがって太購の置反対灘に位置している。こ

のため大観が淀む時無こ合わせて畠てくるわけである。

　満鍔を過ぎた月は，すると，月の鐵が蕪没後にずれ

てくることになる。そのような月は，十六夜，立ち待

ち，居待ち，寝待ち（鍬し待ち）の月と艀ばれていた。

それぞれ，襲暦の欝，誓，黙，懲霞の月である。いず

れも，いさようように鐵てくることから，立って待て

るほどの時鷺内に慮てくる，それはちょっときつく，

やは軽腰を落ち着けてまっていなければならないほど，

さらには，ちょっとひと伏せしたくなるほどに，とい

うことである。昔は月の光が待たれていたことが飼え

る癖

5．3．7欝欝早見

　月の運行は遊べてきたように複雑であ1り，多くの量

が平均纏のまわ弩を変動するというものであった。し

かしながら，蔑藝鞭蟹がまったくないわけではな》㌧た

とえば，欝隼麗疑で太陽・月の聡孫がほぼ同じに戻る。

すなわち，ほぼ鑑確に欝年羅235鵡望月となっており，

これよ葦｝鎧い年数ではこのような整数の琵にはならな

いからである。もともとこの欝隼のことをr草葺とい

った。これを鵜篤して，穫えばめやす的な精度ではあ

る薄書，望みの年月8の月議奮を矢嚢ること力宰できる屑齢早

見を｛乍ること力蛍できる　（堀i§8i〉。
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5．4月による恒星の掩蔽

　月の見かけの運行の様子は恒星などとは違っている。

天球上で発てみると，月は恒星に対して藪から東へi

麟こ平均i3．誓6騰罫ずつ動いていく（馨周運動のこと

ではない〉。つまむ，ほとんど馨綴運輸のみによって動

いていく恒星に対しては，i秒闘に約○、55”ずつずれて

いくことになる。その過程で，遠くにある恒星の前を

月が通過することも莚こる。もちろん，そのよう1こ隠

される縫灘にある恒星は月の違警道に近いもの，すな

わち黄遠藤縁近に位置するものに瞑られる。このよう

な背後の極星が慈される現象は，月による掩蔽（1猟鍍

Occ継t誠孟｛殖〉　と婆乎1ぎれ．る。

　掩蔽は月の詳しい｛宣置決定の重要な椿報を与える。

掩蔽の瞬聡の観灘を光電灘光観灘で高精度で確定でき

れば，鷲の｛立直1ま子午環の観灘よ辱も好都合である。

ただし，月には多くのクレーターがあ弩，その霞で隠

されるのか谷で隠されるのかで時麸が違ってくる。こ

のような補蓬善書必要な懸どの精獲：だということでもあ

る。

　ところで，恒星に対して藪から東への動きであるか

ら（繰鞍返すが，暮露運動によ章嫉1も極星も東から藪

に動いている／，極量が隠されるのは，新馬から満澤ま

での蒔羅は鴛の賠墾嚢で，満舞から新霧までの靉靆は

月の明るい部分で隠されることになる書精確に灘定で

きるのは藩老の方で，たとえば賜るい覆星のア膨デバ

ラン（おうし痙濃墨1などはよくその対象となる。月

までの離離が遷1いので，離れた2地点から見ると掩蔽

の時灘が違っているのがはっきむわかる。叢選ではネ

ットワークを穂偏してライブで天体現象を中継する技

術が発達し，このような隅時観灘が比較麟簡単に行え

るようになってきた。
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